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１、テーマの選択理由

私達の生活の中に数多く存在するエンターテインメントとよばれる娯楽の数々。その中で「エンターテインメントの一つを挙げてください」というような質問をした場合、老若男女を問わず必ず回答を得られるであろう『映画』。さらに『映画館』は、「エンターテイメント」の場または「コミュニティー」の場として、地域住民から［ほしい施設］として常に上位にランクされている。ただ実際のところ、私達の班の中でも頻繁に映画館で映画を観る人もいれば、レンタルビデオやＴＶでなら映画を観る人、全くと言っていいほど映画自体を観ない人などさまざまであった。さらに、現在はレンタルビデオに続きＤＶＤの存在もあり、漠然とではあるが、昔からあった映画館に足を運ぶ人は減ってきているのではないかという考えが浮かんだ。そこで私たちは映画館の現状と消費者行動についてを研究テーマとした。

２、映画館の現状と疑問・仮説

１億６,３２８万人。この莫大な数字は、２００１年の映画館の入場者数を表している。これを平均すると一年間に日本国民は一人約１.１５回映画館へ足を運んでいることになる。（「日本映画製作者連盟」より引用）

次に、図１）の映画館数と入場者数の過去のデータを見てみると、１９７０年代以降、映画館数・入場者数のどちらも減少傾向にあったのがわかるだろう。しかし、１９９０年代中旬から少しずつではあるがどちらも増加傾向にあることがわかる。特に１９９０年代後半からの伸びはそれまでにないくらいのとても大きな伸びをしている。映画館の動員数は減少しているだろうという私たちの考えとは全く逆で、むしろ近年になるにつれて増加しているのである。
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（「日本映画製作者連盟」より引用）

このように、“映画館の動員数は減少しているだろう”という最初に私達が考えていたこととは正反対に、現実においては動員数は少しずつながら着々と増加しており、今後もその増加の伸びが期待できるような統計結果が出ていた。かつて斜陽を伝えられた映画産業は、いま再び盛り返しているのだろうか。そこで、「なぜ動員数が増えたのだろうか？」という疑問を持ち、私たちは今回の研究を始めた。

この疑問に対して、

1 既存のロードショー館やミニシアターなどの映画館だけでは動員数は増加しないのではないか

2 ＴＶや雑誌などでとりあげられているような音響や設備の充実した映画館が増加している

3 映画自体のクオリティー性が上がったということから、映画を大画面で観たいという欲求が増えたのではないか

というような以上三つの点が仮説として考えられた。

３、映画館の種類別特徴／職業別普段よく利用する映画館の種類
そこでまず映画館の種類別特徴として、現在存在している映画館の中から主なものを挙げる。一つ目は、誰もが一度は足を運んだ経験があるだろうロードショー館である。これはいわゆる封切り館のことであり､よく大々的な試写会やイベントなどを行っていて、昔から存在する最も一般的な映画館である。そして二つ目に、じわじわと人気を集めているミニシアターである。その名の通り、ロードショー館などと比べると規模は小さく、座席数は５０～３００席くらいである。ただ、このミニシアターの大きな特徴はその上映内容にある。上映作品は基本的にその劇場のみであり、作品の内容も実に多様化している。特にアート系作品が増加しており、例えば多国籍ものやインディーズものを上映しているのがミニシアターである。
このように様々な映画館が存在する現在において、消費者の職業別（学生、会社員、主婦･主夫、パート･アルバイト）に普段よく利用する映画館はどんなものかというと、やはりどの職業でも一番多かったのはロードショー館であった。（←全体で７２．１％）　次いで、シネマコンプレックス（以下、「シネコン」とする）、ミニシアターという結果が出ていた。（「聞かせて・net」より引用）これをグラフにしたのが図２）である。
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４、学生が普段よく利用する映画館
そこで私達は、この資料結果が本当なのかどうかという疑問のもとで、実際に一番身近な学生のみを対象にして、『よく利用する映画館はどのようなものか』というアンケート調査を実施した。

＜アンケート実施内容＞

対象者･･･････拓殖大学在学中の生徒
サンプル数･･･380

有効回答数･･･340

「普段よく利用する映画館はどんなものですか？」というアンケートに対しての回答が以下の通りである。

・ドライブインシアター２％

· ミニシアター５％

· ロードショー館４１％

· シネコン５２％

この結果から、実際には学生が普段よく利用する映画館として、約半数以上の人がシネコンを挙げており、ロードショー館を上回っていることがわかる。これをグラフで表したのが図３）である。
図３）



５、シネコンの特徴と主な経営会社
そこで、学生が利用することの多いシネコンとはどんなものなのか、私達なりにいくつか特徴をあげてみた。

1、 “シネマコンプレックス”の略であり、“複合型映画館”のことをいう

2、 館内に複数のスクリーン（だいたい6～18スクリーン）を持つ

3、 広い敷地面積を有しており、比較的郊外に位置することが多い
4、 スーパーや百貨店などの大型店舗に隣接していることが多く、駐車場も完備している

5、 レディースデーやレイトショー等のサービスが充実している

6、 ロビーやショップを共有したり、1本のプリントで複数のスクリーンに映写出来るなど合理化を図っている

などである。

現在の主なシネコンの経営会社としては、ワーナー・マイカルが４４館３３６スクリーンと最も多く、その他にはAMC、ユナイテッド・シネマ、東宝、松竹マルチプレックスシアターズなどがある。
日本におけるシネコンの誕生は、１９９３年４月、米タイムワーナーとニチイ（現マイカル）の共同出資で設立されたワーナー・マイカルが、海老名と東岸和田にそれぞれ７スクリーンと８スクリーンのシネコンをオープンさせたのが始まりである。当初、「商売になるはずがない」という否定的な意見がほとんどだったが、初年度が４０万人、次の年には８０万人と、入場者が倍増していった。ワーナー・マイカルの成功により、他の外資系興業会社も参入を開始した。１９９６年４月、米国のＡＭＣエンターテインメントが、ＡＭＣキャナルシティ博多（１３スクリーン）をオープンさせ、同年１１月にはユナイテッド・シネマ・インターナショナル（ＵＣＩ）・ジャパンが、滋賀県にＯＴＳＵ７シネマ（７スクリーン）をオープンさせた。１９９７年になると、東宝や松竹も一歩遅れてシネコン経営に乗り出し始め、３月に東宝が天神東宝（６スクリーン）をオープンさせた。また、同じ３月に、米国のシネマーク・インターナショナルと松竹の合弁会社松竹シネマークシアターズが、ＭＯＶＩＸ六甲（７スクリーン）をオープンさせた。
６、日本における映画館の総スクリーン数の変化
　　　　　日本映画製作者連盟の調査（図3参照）によると、日本の映画館の総スクリーン数は１９９３年から徐々に増え、２０００年には２５００スクリーンを越えている。先程あげたようにシネコンが日本に初めてオープンしたのが１９９３年４月のことであり、同年からスクリーン数が増加していることから、スクリーン数増加の背景には、複数のスクリーンを持つシネコンが増加傾向にあるということがあるのではないかと考えられる。

図3）日本の映画館の総スクリーン数
『日本映画制作者連盟調べ』より引用

７、シネコンが実施中のサービス内容例
図４）



図４）は、ワーナー・マイカルのホームページ上の広告であり、上部中央に掲載されているのがワーナー・マイカルが行っているサービスの内容である。

１、レディスデイスペシャル→女性に限り１０００円で入場することができる

  ２、レイトショースペシャル→夜９時以降に上映する映画がすべて１２００円で観るこ

とができる
  ３、ファーストデイスペシャル→毎月一日は１０００円で観ることができる
これらのようなサービスが行われている。

これまで映画館が女性や子供の行きづらい繁華街に位置することが多かったためか、どちらかといえば男性向けの娯楽というイメージのあった映画であるが、これをレディース デーを設けることにより女性にも受け入れてもらえるようにした。レイトショーは、近年行動が夜型になってきている傾向のある若者などをとり込もうというものである。こういった時間的な消費者のニーズにも答えているのである。

こうして少しでも消費者が映画館に気軽に行けるよう努めているのだ。さらにこのような目的で、各会社ごとに様々なサービスを行い、消費者の映画館への関心を高めようとしている。映画館というものを消費者に近づけていく考えから、多様な消費者のニーズへの対応を図っている。

８、主なシネコン所在地

図４）の左上部に載っているのが、ワーナー・マイカルの全国分布図である。見ても分かるように日本全国に分布していることが分かる。

シネコンが所在する場所として、東京ではワーナー・マイカル板橋（板橋）、シネマメディアージュ（台場）、立川シネマシティ（立川）、ヴァージンシネマズ南大沢（南大沢）などがあり、都心よりはやや離れた所に所在していることが多い。都心から離れた所に作ることによって、都心にある映画館とは違ったサービスをすることができる。例えば、先程シネコンの特徴でも挙げたように、大きな駐車場を作り駐車料金を無料にすることにより、普段移動に車を使っている郊外の家族連れや買い物ついでの主婦など、それまではあまり映画を観に行く習慣の無かった人達を集めることができる。また、複数のスクリーンがあるため子供向けの映画や若い人向けなどと、いろいろな映画を上映することにより、さまざまな年齢層に対応することができる。

　　　　９、消費者が映画館に求めているもの
　　　　

学生がよく利用する映画館として、多くの人がシネコンを挙げているのがアンケートによってわかったが、実際、現在の消費者はどのようなものを映画館に求めているのだろうか。さらには、その求めるものとシネコンとの間に関わりはあるのだろうか。

以下の回答は、「映画館を選ぶ際にどんなポイントを大切にしますか？」という質問に対して高い回答率を得られたものである。

・　音響が良い（80.3％）

· シートのすわり心地が良い（78.4％）

· 映画館の周りに買い物をする所がある（76.4％）

· 映画館が新しくて綺麗（75.1％）

· 繁華街などが近くにあって何かのついでに観られる（73.0％）

· レイトショーがある（56.6％）　　　

こういったものが50％を超える確率で重要視するという回答が得られ、多くの消費者が映画館を選ぶ際に大切にしているということがわかった。

　これらとシネコンは関係しているだろうか。
日本で初めてシネコンが登場したのが1993年の比較的最近のことであるので、ほとんどの場合シネコンは新しく綺麗であり、内装にも凝っているものが多い。それと合わせ、ゆったりとした座席レイアウトであったり、“ドルビー”などといった最新の音響設備や最新の映像設備を整えている。さらに先程挙げたシネコンの特徴にもあったように、スーパーや百貨店、ショッピングセンターなどと隣接している場合が多いので、映画とあわせて買い物もすることができる。また、比較的郊外に位置し、駐車場が無料で借りることができるので、気軽に車で出向き、電車の時間を気にすることなくレイトショーなどをお値打ちの値段で観ることができるなど、実際に私達学生が映画館に求めるものと、シネコンの特徴はまさに一致していて、消費者ニーズの多様化をうまく汲み取り、対応していると言えるだろう。

10、映画館に行く頻度の増減と普段よく行く映画館の関係
　次に、近年日本において全体的に動員数が増加しているというるデータを先程挙げたが、実際に学生は映画館に行く頻度が増加しているのかどうかを調査した。

＜アンケート実施内容＞

対象･････････拓殖大学在学中の生徒

サンプル数･･･380

有効回答数･･･347

　「ここ２～３年で映画館で映画を観る頻度が以前と比べて増えましたか？」という質問に対して、「変わらない」と答えた人が151人で全体の43.5％と大半だったが、「減った」と答えた人と「増えた」と答えた人とを比べると、「減った」が84人で全体の24.2％、「増えた」が112人で全体の32.3％であり、「増えた」と答えた人の方が「減った」と答えた人より上回っていることがわかる。これをグラフにしたのが図５）である。この結果から、学生に限定しても実際に映画館で映画を観る頻度が増えていて、映画館の動員数が増加しているという現状がわかる。

図５）
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その中で映画館に行く頻度が増えた理由としてまず挙げられていたものが、「時間とお金に余裕ができた」や「映画好きな友人が増えた」など、その人自身の生活環境の変化などの一般的な理由のものである。さらに同じ理由の中でも、「映画館の設備が格段に良くなった」や「レディースデー＆レイトショーなどの割引サービスの利用による」など、映画館自体の変化によるものもあり、２通りの理由が挙げられていた。

そこで私達は、“ここ２～3年で映画館に行く頻度が増えた人が普段よく行く映画館はどのようなものか”という疑問を持った。
そしてこの疑問を検証すべく、「ここ２～３年で映画館に行く頻度が増えましたか？」と「普段よく行く映画館はどんなものですか？」という２つの質問をSPSSによりクロス集計にかけたところ、カイ二乗検定で４％水準で有意という結果が得られたものが以下の表である｡


[image: image2]
この表の一列目が、「ここ２～３年で映画館で映画を観る頻度が以前と比べて増えましたか？」という質問に対して「増えた」と答えた人の列である。映画館に行く頻度が「増えた」人がどのような映画館によく行くのかを観ると、「シネコン」以外が全て期待値を下回っているのに対し、「シネコン」だけが期待値を上回っているのがわかる。さらには、「ここ２～３年で映画館で映画を観る頻度が以前と比べて増えましたか？」という質問に対して「減った」と答えた人の列を見ると、期待値を上回っているのがロードショー館だけであることもわかる。

以上のことより、“「ここ２～３年で映画館へ行く頻度が増えた」と答えた人の普段よく行く映画館は「シネコン」である”ということが立証された。さらに、“「ここ２～３年で映画館へ行く頻度が減った」と答えた人の普段よく行く映画館はロードショー館である”ということも立証された。
11、シネコンによる効果 
 前述の通り、シネコンは動員数増加のカギとなりそうだが、では、シネコンによってどのような効果があるのか。まず、ショッピングセンターなどと併設されているため、利便性がアップした。映画を観るついでに買い物をしたり、また逆に、買い物のついでに映画を観たりする事が出来る。もちろん、ショッピングセンターには、レストランやファーストフードもあるので、食事にも困らない。こういった付加価値が付いたことにより相乗効果が得られる。

  続いて、シネコンのように複数のスクリーンを有していれば、人気のある映画などは時間をずらして複数のスクリーンで上映するなど、融通の利いたフレキシブルな上映体制を組むことができるのである。一つの作品が短期間に高い興行収入を稼いだ背景にはやはりこのようなことができるシネコンの存在があったのだ。良い例が「千と千尋の神隠し」である。この映画をシネコンで観た人は覚えているだろうか。やはり、一つの劇場内の複数スクリーンで上映されていた。同作品は、空前の大ヒットとなったのだが、あれほどの人気があると、劇場から観客が溢れてしまい、一つのスクリーンではとてもやっていけないだろう。しかし、シネコンのように複数のスクリーンをあてがうことにより、その劇場から溢れかえる観客をすくいあげることができたのである。

  さらにシネコンでは、チケット売り場、売店、映写機をまとめることにより、人手がかからないため少ない人件費で運営できるのだ。こういった効果もシネコンはできるのである。

12、映画館全体の現状とシネコン
続いて、映画館全体の現状とシネコンについて述べてみようと思う。

  まず、消費者のニーズが多様化しているのである。「消費者が映画館に求めるもの」を調査したアンケート結果の箇所で述べたような、「音響が良い」「シートの座り心地が良い」などのニーズが増えている。これについてシネコンは既存館にはできないニーズ対応ができているのではないかと考えられる。

  既存館（ロードショー館等）との関係だが、やはりシネコンが増加したことで、既存館の集客が減ったのは事実である。先程乗せたクロス集計表を見てもわかるように、「ここ２～３年で映画館で映画を観る頻度が増えた」と答えた人のよく行く映画館が「シネコン」であったのに対し、「ここ２～３年で映画館で映画を観る頻度が減った」と答えた人のよく行く映画館が「ロードショー館」であったように、シネコンの登場がロードショー館等の既存館の入場者数に多少なりとも影響しているのではないかと考えられ、既存館が危機になりつつあることが否定できないのが現状ではないだろうか。 
13、法改定とシネコン建設 
次に、ここで今後シネコンにとって大きく関係してきそうな「大規模小売店舗立地法」（以下、大店立地法）の施行について述べようと思う。これが一体シネコンとどのような関係があるのだろうか。まず、大店立地法の前である「大規模小売店法」（以下、大店法）について説明する。これは、「小売業の正常な発達を図るため、百貨店やスーパーなどの大規模店舗とその周辺の中小小売商との利害を調整するための法律」とあるのだが、実はこの大店法がシネコン増加に大きく関係しているのである。さらに詳しく説明すると、まず、１９９２年に大店法改定によって、大規模店舗の規制が緩和された。これにより、大型ショッピングセンターの出店攻勢が始まり、増加したのである。そこに外資の企業がシネコンという分野で参入し始め、ショッピングセンターに伴い、シネコンが併設され始めたのだ。つまり、大店法改定がシネコン増加の起爆剤となったと言っても過言ではないのである。しかし、２００１年２月、大店法撤廃に伴い、大店立地法が施行された。大店立地法というのは、「大規模店舗立地の際に、周辺の生活環境との調和を図ることを目的とする。」とあるのだが、このことは要するに、１９９２年の大店法改定で規制緩和とは逆に規制されてしまったのである。つまり、ショッピングセンターを作るのがむずかしくなってしまったため、それに併設されるシネコンを作るのもむずかしくなってしまったということである。というわけで、ここ１０年来のシネコン建設ブームはとりあえず幕を閉じ、その先はどのようになっていくのかというところに着目するとおもしろいのではないかと感じている。

14、結論

以上の検証、調査結果から、私達は次のような結論に達した。

結論：　消費者のニーズが多様化した　　→　　動員数増加

  これはどういうことか。多様化したニーズとは、前述した通り動員数が増加した背景には、もちろんこれまで幾度となく述べてきたシネコンが関係しているのである。消費者のニーズが多様化したということに始まり、「映画館数の増加＝シネコンの増加」で、ニーズ対応を図り、それにより映画人口（潜在需要）そのものが増えた結果、動員数増加につながったのである。

  これらの結果から、

4 既存のロードショー館やミニシアターなどの映画館だけでは動員数は増加しないのではないか

5 ＴＶや雑誌などでとりあげられているような音響や設備の充実した映画館が増加している

6 映画自体のクオリティー性が上がったということから、映画を大画面で観たいという欲求が増えたのではないか

といった以上３つの私達が立てた仮説は立証されたと言うことができる。

15、今後の映画館

さて、最後に今後映画館はどうなっていくのか、どうすれば良いのかということについて触れてみる。

これからの映画館ということだが、まず、サービスの面で充実させていかなければならないだろう。消費者のニーズが多様化しているということで、やはりこれを怠ることは許されないはずだ。
　シネコンが実施しているサービスとしては、観客席が広くてゆったり座れることや音響設備を良くしているのはもちろんのこと、障害者のためのバリアフリーの設置などのサービスも挙げられる。
　さらに現在、全国のシネコンにデジタル映写機を順次導入しているところなのである。どのようなメリットがあるのかというと、デジタルで配信することにより、鮮明度や音響も格段に良くすることができるのだ。又、デジタル配信になれば、フィルムのようにプリント代や輸送費かからないのでその経費を削減することができる。これがどんどん普及していけば、ゆくゆくは入場料を安くすることも可能になるかもしれないのだ。もし実現すれば、さらなる興行力アップにつながることが予想される。このようにサービスを充実させていかなければ増加している動員数を維持・さらに増加させることが難しくなるのは目に見えている。

16、シネコンと既存映画館との共存

　続いてシネコンと既存の映画館（ロードショー館やミニシアター）との関係についての話に触れてみる。
　現在ではシネコンが映画館の主流ではあるのだが、これからは、『シネコンと既存映画館との共存』というのも問題になってくるのではないだろうか。
　シネコン登場の最大のメリットというのは、『映画興行はサービス業である。』と、映画業界全体に気づかせたというところにある。サービスの改善が、動員数増加につながるということをシネコンが証明したのだ。
　シネコンの出現が映画産業活性化の起爆剤となり、観客動員数が３倍にまで増加したという前例もある。シネコンを見習って、既存映画館もサービス改善をしていけば必ず集客できるはずだ。
　前述したが、シネコンの登場は、既存映画館にとっては存続の危機であるのは事実である。実際にシネコンのスクリーン数は、すでに映画館の総スクリーン数の約半分を占めるまでになっているのが現状だ。しかし、シネコンの登場によって潜在需要が喚起されたのもまた事実なのだ。結果、それによって、映画人口は着実に増加することが予想される。ということは逆のことも言えるのではないだろうか？『それは既存映画館にとってもチャンスなのである。』と・・・。

事実、シネコン経営者でこんなことを語る経営者もいるのだ。『私たちがやろうとしているのは、既存の劇場の客を奪うことではない。これまで映画を観なかった人たちに足を向けてもらうことだ。数あるエンターテイメントの中で、映画を優先してもらえるようになれば・・・。』と。
　郊外のシネコンが、これまで映画を観なかった、もしくは観られなかった人たちを取り込み、劇場の大スクリーンで観る映画の楽しみ方を伝え、映画を観る習慣を育てていく。するとそこには新しいニーズが生まれてくるのである。つまり、シネコンではなくやはり昔からあったロードショー館であったり、特徴の強いミニシアターで映画を見たいという欲求もでてくるのではないか。そこで、ロードショー館はロードショー館の、ミニシアターはミニシアターの性格を活かしてサービスの改善をすることによって、底上げされた映画市場は活気づくのである。シネコンには真似できない良い特徴が既存映画館にもあるのだから。例えば、映画ファンは、大手配給作品だけを観たいわけではない。ミニシアター作品にも良い映画がたくさんあるし、それらの映画に対する潜在的な需要はもともとあったであろう。
　これら以外にも、デート向け・家族向けといった様々な種類の映画館が登場してきてもおかしくはない。飲食店などは消費者の目的に合わせた様々な形態の店舗が存在するが、映画館だけは多くの人が同じイメージしか持ち合わせていないだろう。
　

映画人口の増加はとても喜ばしいことではあるが、それに伴うニーズの多様化に対応していくことが、これからの映画館の課題となるのではないだろうか。これからの映画館の動員数がさらなる増加を続けるか、また、以前のように減少していくか、それは映画館自体が独自のマーケティングを考え出し、それを実行していくことが重要となってくるのだ。ここに映画館の生き死にが関わってくるのではないだろうか。
新しく登場したシネコンも、昔からある既存館も、それぞれの特徴を生かした企業努力を積み重ね、さらに互いの相乗効果によって、映画ファン獲得に懸命に取り組んでいく。こうした努力の積み重ねによって、映画は新しい時代に突入したと言えるのではないだろうか。
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http://www.eiren.org/
· 「聞かせて・net」ホームページ
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· 「映画館へ行こう」ホームページ
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「普段よく利用する映画館はどんなものですか？」
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